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研究要旨

既往研究を整理し論文・資料のデータベースを作成した。

また、清掃分野におけるデジタル機器について収集した情報から、最も導入が容易と思われる清掃

点検報告システムを取り上げ、その有用性を検証するために、現在使用している清掃点検報告書を参

考に点検報告書のデジタル様式の記入用紙案を作成した。さらに、トイレの清掃維持管理状況を把握

するために、マグネットセンサーや人感カウントセンサー、ゴミ箱容量の検知センサー等、各種セン

サーを用いた実証実験の方法について検討した。

アイトラッキングシステムを使った目視点検のデータ分析からは、どの場所をどのように確認して

いるのかを「見える化」することで、カメラ等による点検と人による目視との点検内容の違いを具体

的に検証できる可能性が示唆された。

A．研究目的 
建築物衛生管理のうち、清掃分野におけるデジ

タル技術の活用の可能性を検証することを目的と

する。建築物衛生法が求める各種項目において、

デジタル技術の活用でその目的の達成が見込まれ

る技術、機器、ソフトウェア等を抽出するととも

に、従来の手法との比較検証等を実施し、適切な

維持管理方法の探索とその際の判断基準や留意点

を明確化する。

B．研究方法 
B1．清掃分野に関する既往研究の整理 

 清掃関連に関する技術の現状と課題を整理する

ために、清掃に関する学会論文及び関係機関の成

果物を収集しリストを作成する。

 また、全国ビルメンテナンス協会の清掃点検資

格者制度による事務所建築物の点検報告書につい

て詳細分析を行い、事務所建築物の清掃レベルの

傾向を把握する。

B2．清掃分野におけるデジタル技術の収集整理 
検索エンジンを用いて、清掃分野におけるデジ

タル技術に関する情報を収集する。

また、全国ビルメンテナンス協会主催の 2023
年度ビルメンヒューマンフェアに参加し、展示品
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より資料集・面談を行う。併せて、デジタル化技

術の実施例を収集する。 
 
B3．デジタル技術を活用した調査方法の精度の

検証方法の検討 
 B2 で収集した情報から、導入が容易で普及性

が高いと見込まれるデジタル技術を選定し、導入

の課題と有用性について検証を行う。 
 

B4．熟練作業者の目視による点検作業の分析 
清掃に関し、現在の目視による点検作業の詳細

を確認するため、アイトラッキングシステムを使

用し「見える化」を行う。建築物管理訓練センタ

ー・全国ビルメンテナンス協会が入居する事務所

ビル（全国ビルメンテナンス協会が主催する建築

物清掃管理評価資格者講習会の会場で、点検作業

の実習の場所としても使われている）において、

建築物清掃管理評価資格者（インスペクター）に

点検作業を行ってもらい、アイトラッキングシス

テムでデータを収集する。収集したデータを用い

て注視した順番を表現した Scan Path と注視し

た時間の程度を表現した Heat Map を作成し、作

業内容を比較する。また、点検作業中の発語を録

音し、視線データと照合することにより、作業内

容の補足を行う。 
 
C．研究結果 

C1．清掃分野に関する既往研究の整理 
 図表 1 に、作成した論文データベースの一部を

示す。 
 日本建築学会のアーカイブ検索により、清掃に

関する論文 131 本を収集した。内容により、「美

観評価」2 本、「清掃評価」28 本、「快適性・評価

法」2 本、「汚れ」99 本の 4 つに分類できた。そ

れぞれの論文について、さらにキーワードや参考

文献を整理し、データベース化した。 
 次に、参考文献 1 から、全国ビルメンテナンス

協会の清掃点検資格者による事務所建築物約 750
件の点検報告書について特徴を調べた。建物の延

床面積は 10,000 ㎡未満が 65%であり、うち清掃

作業面積は 6,000 ㎡以下が大部分であった。大規

模ビルは１社単独で清掃作業を受託することは少

なく、複数のビル管理会社で分担して作業を実施

することが影響している可能性がある。点検評価

シートに記載された得点について、全国ビルメン

テナンス協会のインスペクター制度の評価を参照

すると、標準以上のビルが 16％、標準が 68％、

標準未満が 16％であった。 総合点に影響を及ぼ

す場所ごとの得点は、トイレ、事務室、湯沸室、

階段の順に相関が高い。 
 
C2．清掃分野におけるデジタル技術の収集整理 
 J-STGE、J-dreamⅢ、メディカルオンライン

や、ネット記事から、「デジタル・AI・ロボッ

ト・オート・自動・IoT・センサー」と「清掃」

をキーワードとして検索した結果、計 184 本の記

事を収集した。主要な記事の内容は、清掃ロボッ

トに関するものが多かった。 
 また、全国ビルメンテナンス協会が実施した

2023 年度建築物清掃管理評価資格者講習の受講

者アンケート結果（回答者数 450 人）から、イン

スペクションに使用している機器について調べ

た。自由記述による回答であるが、「光度計」35
（24.3％）、「ブラックライト」25（17.4％）、

「ATP 測定器・ルミテスター」24（16.7％）が

上位を占めた。「作業管理アプリ・自社開発アプ

リ」を使用しているとの回答が 5 件（3.5％）あ

った。 
 次に、2023 年度ビルメンヒューマンフェアに

おいて収集したデジタル機器・ツールを図表 2 に

示す。大きくは、作業管理ツールと清掃状況管理

報告者作成ツール、報告書作成ツールの 3 種に分

類できた。 
 
C3．デジタル技術を活用した調査方法の精度の

検証方法の検討 
建築物環境衛生管理基準の定期測定である、①

清掃管理状況の点検（3 月以内に一回）、②清掃用

具・保管庫等の点検（6 月以内に一度）を取り上

げ、使用機械の点検表、倉庫の点検表、用具の点

検表等を収集して、課題を検討した。 
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上記の検討結果を踏まえて、清掃分野における

デジタル機器について収集した情報から、最も導

入が容易と思われる清掃点検報告システム「123
レポート」（図表 2 中の No.25）を取り上げ、そ

の有用性を検証するために、現在使用している清

掃点検報告書を参考に点検報告書のデジタル様

式の記入用紙案を作成した。作成したシステムの

概要は以下のとおりである。 
 
・ インスペクションにあたり、当該ビルの場

所ごとに「123Reporter」で写真ファイルを

作成。写真撮影の際、点検項目と指摘事項

を入力する。 
・ インスペクションが終了したら場所ごと

のデータをメール送信し、事務所の PC に

送る。 
・ インスペクターは帰社後、メールのデータ

を指定フォルダに入れることにより、現場

で撮影した指摘箇所のデータが項目ごと

に整理される。次に、インスペクターは報

告書に採用するデータをチェックすると

ともに、評価点を報告書に入力。 
・ 指摘事項の文字を調整すると報告書が完

成する。 
 
さらに、トイレの清掃維持管理状況を把握する

ために、マグネットセンサーや人感カウントセン

サー、ゴミ箱容量の検知センサー等（図表 2 の

No.3、6、7、8）を用いた実証実験の方法につい

て検討した。 
 
C4．熟練作業者の目視による点検作業の分析 
 図表 3 に、熟練作業者の点検作業の時間、場所、

確認箇所の一覧を示す。また、図表 4 に作成した

Scan Path と Heat Map の例を示す。Scan Path
は注視した順番を、Heat Map は注視した時間の

程度を表している。 
 点検は、全国ビルメンテナンス協会が実施して

いる建築物清掃管理評価資格者講習で使用され

る「作業品質シート」（作業場所、評価項目（個

所・部位）、評価のポイントが一覧で示されてお

り、点検ポイントごとの評価と点検項目ごとの評

価及びコメントが記載できるようになっている）

の内容に準じて行われていた。各場所においてポ

イントとなる箇所を重点的にくまなく点検して

いた。 
 例えばトイレの点検では、以下のような行動と

発話が確認された。 
 
とりあえずは奥から行く。（個室トイレに入る。

ミラーを出して便器の奥、裏側を点検。便座を

上げて中もミラーで確認。便座をタオルで拭き

確認。トイレットペーパーホルダーもミラーで

確認。スイッチ部分をタオルで拭き確認。壁、

ドアの上をタオルで拭き確認。隅を確認。）綺

麗にしているからね。汚していないね。（小便

器の水を出し、タオルで拭く。水が流れる排水

の中、センサーの反応、水の勢いを確認。小便

器の裏をミラーで確認。）センサー反応が良す

ぎる。壁面を見る（壁、床をタオルで拭き確認）。

ここのトイレは幅木だけ。でもだいぶ改善され

ている。変えたばかりだから。これ、ノーワッ

クスの床材だそう。どこかで密着不良起こして

いる。ここはないのだが、他のフロアーで。ゴ

ミ箱（ゴミ箱の中を見る。ずらす）。あと洗面台

のちょうど立つところ。床も（床をタオルで拭

き確認）。ワックスが効いている。（洗面台の蛇

口の裏をミラーで確認。淵をタオルで拭く。）

天板とシンクの間の波返しの所がけっこう汚

れていることがあるが、綺麗だよね。鏡。悔し

いね。（ハンドソープの下をタオルで拭き確認。）

沓摺。トイレ消耗品を見てくる。（トイレット

ペーパーホルダーの上をタオルで拭く。）ここ

は前から折っている。折る必要はないのだが。

（小便器マットを取り出し確認。）一応、小便

器の使用頻度が高い所はこことここだと思う

（小便器３つの左端と右端を指差す）。臭気も

ないので、大丈夫そう。換気扇。素晴らしい。 
 
D．考察 

 建築物衛生法施行規則の第 4 条の 5 第 1 項で

は、「掃除は、日常行うもののほか、大掃除を、六
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月以内ごとに一回、定期に、統一的に行うものと

する。」と規定されている。また、空気調和設備等

の維持管理及び清掃等に係る技術上の基準の第5
の 1 第 3 項には「日常的に清掃を行わない箇所の

清掃について、六月以内ごとに一回、定期に汚れ

の状況を点検し、必要に応じ、除じん、洗浄等を

行うこと。」、第 5 の 2 第 1 項には「真空掃除機、

床みがき機その他の清掃用機械及びほうき、モッ

プその他の清掃用器具並びにこれら機械器具の

保管庫について、定期に点検し、必要に応じ、整

備、取替え等を行うこと。」、第 2 項には「廃棄物

の収集・運搬設備、貯留設備その他の処理設備に

ついて、定期に点検し、必要に応じ、補修、消毒

等を行うこと。」と規定されている。さらに、清掃

作業及び清掃用機械器具の維持管理の方法等に

係る基準第 1 の 8 では、「作業計画及び作業手順

書の内容並びにこれらに基づく清掃作業の実施

状況について、三月以内ごとに一回、定期に点検

し、必要に応じ、適切な措置を講ずること。」と定

められているほか、建築物環境衛生維持管理要領

にも清掃における定期点検等について細かな規

定がされている。

 点検作業の具体的な方法や工程については上

記の規則・通知等には示されていないが、全国ビ

ルメンテナンス協会が実施している建築物清掃

管理評価資格者講習において、点検作業の一連の

手順・工程や評価のポイントが示されている。建

築物清掃管理評価資格者は、2001 年に全国ビル

メンテナンス協会が制度化した認定資格で、現在

約 5,600 人が有資格者となっている。ただし、現

場での全国ビルメンテナンス協会のインスペク

ションシート（「作業品質シート」）の利用は 25％
にとどまり、55％は自社のシート、15％が顧客指

定のシートを用いているとの報告があり 1）、点検

作業の内容が全国的に標準化されているかどう

かは疑問がある。また、有資格者の評価について

も、「現行のシステムでは、ビル管理会社が管理

している建物を、その会社の社員であるインスペ

クターが目視により評価する方式であり、評価の

客観性に欠ける懸念があった」1）。

 このことから、まずは点検作業・内容の標準化

を図ることが課題であると考える。本研究では、

アイトラッキングシステムを用いることにより、

黙点検による作業の工程・内容を「見える化」す

ることを試行することで、点検作業・内容の詳細

の具体的な検証が可能であることを示した。次年

度以降にさらに詳細な分析を行う予定である。

 デジタル機器に関する情報収集からは、清掃ロ

ボットの活用が期待されていることが明らかに

なったが、清掃の実施状況の確認や点検作業に関

するデジタル機器については情報が限られてお

り、普及も進んでいない状況が見られる。

 その中で、本研究では、比較的導入が容易であ

る報告書作成の支援ツールについて、実証実験を

行うこととし、準備を始めた。この技術が普及・

進展すれば、インスペクションデータの蓄積が可

能となり、ビッグデータとしての活用やインスペ

クションシステムの標準化にもつながることが

期待できる。

E．結論

 清掃に関する既往研究やデジタル機器に関す

る情報を収集し、最も導入が容易と思われる清掃

点検報告システムを取り上げ、その有用性を検証

するために、現在使用している清掃点検報告書を

参考に点検報告書のデジタル様式の記入用紙案

を作成した。さらに、トイレの清掃維持管理状況

を把握する各種センサーの効果や課題を調べる

ための実証実験の方法について検討した。

アイトラッキングシステムを使った目視点検

のデータ分析からは、どの場所をどのように確認

しているのかを「見える化」することで、カメラ

等による点検と人による目視との点検内容の違

いを具体的に検証できる可能性が示唆された。

F．研究発表 
１．論文発表

  なし

２．学会発表

なし

- 65 -



G．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 
１．特許取得 
  なし 
２．実用新案登録 
  なし 
３．その他 
  なし 
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図表 1 論文データベース（一部） 

 

 

分類 番号 タイトル 著者 連名 出典 分類 リンク有無 PDF有無

美観評価 1 オフィスビル内における美観評価に関する研究（その２） 正田浩三 垣鍔直、杖先壽里 日本建築学会大会学術講演梗概集　pp．55-56、2009.8 室内、点検票、利用者・清掃員 あり（会員のみ）あり

美観評価 2 建築物の室内清掃の品質評価指標確立についての検討 正田浩三 垣鍔直 日本建築学会技術報告集　第23巻　第54号、pp．607-611、20室内、点検票、利用者・清掃員 あり あり

清掃評価 1 医療・福祉施設における感染リスク低減に関する研究　その34　診療室における環境表面汚染の評価 松村美保 飯島美紀、尾方壮行、堤仁美、田辺新一、堀賢 日本建築学会大会学術講演集、pp．775-776、2016.8 室内、病院、接触汚染シュミレーション なし なし

清掃評価 2 駅トイレの清掃方法乾式化に資する基礎研究その２　フィールド試験による生菌数評価 池辺健志 坂本圭司、笹澤正善、池田圭樹、中尾清孝、李憲俊、李新一、森明年、遠藤勝久、角田貴介 日本建築学会大会学術講演梗概集、pp．593-594、2015.9 駅トイレ、清掃による除菌効果、除菌・臭いと汚れ除去 あり(会員のみ） あり

清掃評価 3 顧客評価による清掃品質管理手法の検証 杉田洋 近藤貴道 日本建築学会計画系論文集、第77巻　第677号、PP．1707―17スーパーマーケット、室内、清掃品質評価手法の構築、ヒあり あり

清掃評価 4 商業施設における顧客評価による清掃品質管理手法に関する研究その２　店舗選択における清掃管理の位置付け山田竜太 近藤貴道、杉田洋 日本建築学会中国支部研究報告集、第35巻、PP.893-896、2012食糧品取扱店、室内、選択条件、ヒアリング あり(会員のみ） あり

清掃評価 5 商業施設における顧客評価による清掃品質管理手法に関する研究その３　評価基準の検証 平尾優樹 近藤貴道、杉田洋 日本建築学会中国支部研究報告集、第35巻pp．897-900、212.3食糧品取扱店、室内、選択条件、ヒアリング あり(会員のみ） あり

清掃評価 6 商業施設における顧客評価による清掃品質管理手法に関する研究その４　品質管理手法の適用 松崎玲香 近藤貴道、杉田洋 日本建築学会中国支部研究報告集、第35巻pp．901-904、2112食糧品取扱店、室内、選択条件、ヒアリング あり(会員のみ） あり

清掃評価 7 居住者評価による清掃品質管理手法の検証 近藤貴道 杉田洋、山本忠 日本建築学会計画系論文集、第75巻　第657号、pp．2663-267マンション、教養部、アンケート調査 あり あり

清掃評価 8 大学施設における清掃業務の実態と品質評価に関する研究その１大学間・部局間における清掃業務のベンチマー恒川和久 平松孝一、太幡英崇、松岡利昌、谷口元 日本建築学会大会学術講演梗概集、pp．1225-1226、2010.9 大学室内、清掃範囲・経費、清掃頻度 あり(会員のみ） あり

清掃評価 9 大学施設における清掃業務の実態と品質評価に関する研究その２清掃業務の品質評価と顧客満足度 平松孝一 恒岡和久、太幡英崇、松岡利昌、谷口元 日本建築学会大会学術講演梗概集、pp．1227-1228、2010.9 大学室内、品質満足度、学生 あり(会員のみ） あり

清掃評価 10 オフィスビル内における美観度評価に関する研究（その２） 正田浩三 垣鍔直、杖先壽里 日本建築学会大会学術梗概集、pp．55-56、2009.8 室内、点検票、利用者・清掃員 あり(会員のみ） あり

清掃評価 11 庁舎における在室者評価による清掃品質管理手法に関する研究 杉田洋 近藤貴道 日本建築学会計画系論文集　第74巻　第637号、pp．643-653、庁舎室内、在室者要求品質、定量的、着目ポイント あり あり

清掃評価 12 庁舎における清掃品質の評価要因に関する研究 近藤貴道 杉田洋 日本建築学会大会学術講演梗概集、pp．1289-1290、2008.3 庁舎室内、在室者要求品質、FM管理手法 あり(会員のみ） あり

清掃評価 13 庁舎における在室者評価による清掃管理品質評価手法に関する研究その１「評価のポイント」の把握 近藤貴道 杉田洋 日本建築学会中国支部研究報告集　第31号PP.１-4、2008.3 庁舎室内、在室者要求品質、FM管理手法 あり(会員のみ） あり

清掃評価 14 庁舎における在室者評価による清掃管理品質評価手法に関する研究その2　管理手法の適用 杉田洋 近藤貴道 日本建築学会中国支部研究報告集　第31号PP.5-8、2008.3 庁舎室内、在室者要求品質、FM管理手法 あり(会員のみ） あり

清掃評価 15 街区公園における利用者評価による清掃管理品質手法に関する研究 佐藤隆良 杉田洋、村川三郎、西名大作、平賀慎 日本建築学会計画系論文集　第607号　pp．141-148、2006.9 外、公園、清掃品質評価 あり あり

清掃評価 16 某庁舎における清掃発注仕様の品質評価に関する研究 杉田洋 佐藤隆良、村上三郎、平賀慎、大石洋之 日本建築学会計画系論文集　第600号、PP．153-159、2006.2 庁舎室内、来庁舎による品質評価、全国ビルメンンテナンあり あり

清掃評価 17 庁舎におけるFM管理手法に基づいた清掃発注仕様の品質評価に関する研究 杉田洋 佐藤隆良、村上三郎、平賀慎 日本建築学会計画系　第600号、PP.161-169,2006.2 なし なし

清掃評価 18 庁舎における自主清掃の実態に関する研究（その１）自主清掃の実行に関する自己評価 佐藤隆良 平賀慎、杉田洋、大石洋之、村川三郎 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP. 1331-1332、2005.9 庁舎室内、アンケート調査 あり(会員のみ） あり

清掃評価 19 庁舎における自主清掃の実態に関する研究（その２）自主清掃の実行に関する自己評価と清掃実績の関連 平賀慎 村川三郎、杉田洋、大石洋之、佐藤隆良 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP. 1333-1334、2005.9 庁舎室内、アンケート調査 あり(会員のみ） あり

清掃評価 20 庁舎における自主清掃の実態に関する研究（その３）清掃実績に基づいた清掃品質の改善に関する検討 杉田洋 平賀慎、佐藤隆良、大石洋之、村川三郎 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP. 1335-1336、2005.9 庁舎室内、清掃回数、改善 あり(会員のみ） あり

清掃評価 21 庁舎における清掃発注仕様の品質評価手法に関する研究その１調査対象建物の概要と在室者評価基準の検討 佐藤隆良 杉田洋、村川三郎、平賀慎 日本建築学会中国支部研究報告集　第28巻、PP.１－4、2005.3 庁舎室内、アンケートによる清掃品質の評価基準 なし なし

清掃評価 22 庁舎における清掃発注仕様の品質評価手法に関する研究その2　在室者評価による検討 杉田洋 佐藤隆良、村川三郎、平賀慎 日本建築学会中国支部研究報告集　第28巻、PP.5－8、2005.3 庁舎室内、アンケートによる清掃品質の評価基準 なし なし

清掃評価 23 外来者による某庁舎の清掃品質の評価に関する検討 平賀慎 杉田洋、村川三郎、佐藤隆良 日本建築学会中国支部研究報告集　第28巻、PP.837－840、200庁舎室内、アンケートによる清掃品質の評価基準 なし なし

清掃評価 24 視覚的観点からみた建築内外仕上材料の耐傷性の評価方法に関する研究―清掃時の傷つけ負荷を中心としてー 小野英哲 柏淵隆夫、三上貴正、横山裕、川村清志、吉岡丹 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.427-428、1989.10 実験、傷つけ装置試作、傷つけ尺度と物理量、光沢度計 あり(会員のみ） あり

清掃評価 25 清掃時における建築物内外仕上材料の耐傷性の評価方法に関する研究―清掃による傷つき程度を再現する傷つけ小野英哲 柏淵隆夫、三上貴正、横山裕 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.699-700、1987.10 実験、傷つけ試料、傷つけ装置、清掃による傷、色差、光あり(会員のみ） あり

清掃評価 26 清掃用具の性能評価用ダストの標準化に関する基礎的研究―住宅内床面沈積ダストの特性の把握― 佐藤隆二 楢崎正也、大野治代、山中俊夫 日本建築学会近畿支部研究報告集、PP.1203-1204、1987.10 実験、傷つけ試料の試作、傷つけ装置の試作、速度・負荷あり(会員のみ） あり

清掃評価 27 清掃用具の性能評価用ダストの標準化に関する基礎的研究 佐藤隆二 楢崎正也、大野治代、山中俊夫 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.105-108、1987.6 実験、標準ダスト、試作 あり(会員のみ） あり

清掃評価 28 クリーンルームの環境評価に関する実測的研究その３竣工時における清掃段階別清浄度試験 深尾仁 森川泰成、向理元昭、梅主洋一郎 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.281-282、1985.10 クリーンルーム、竣工前の清浄度、清掃法の指針 あり(会員のみ） あり

快適性、評 1 色モザイク法による色彩環境に対する快適性評価の検討 八木克全 石田 泰一郎 日本建築学会大会学術講演梗概集、pp．401-402、1996.9 実験、色彩写真、色の属性、色の配置、共通の判断基準 あり(会員のみ） あり

快適性、評 2 アトリウム環境の快適性の総合評価に関する試験研究、その２アンケート調査手法及び結果 綱川隆司 木村健一、岩下剛、浅田紀行、増田達哉 日本建築学会大会学術講演梗概集、pp．975-956、1993.9 在室者、環境快適評価手法、アトリウム空間 あり(会員のみ） あり

汚れ 1 各種内外装材料の汚れ意識調査と汚れ洗浄処理による印象改善度の評価 大野彩 田村雅紀 2017年度日本建築学会関東支部研究報告集Ⅰ、PP.65-68、2017外装石材、意識調査アンケート、色差、印象評価 あり(会員のみ） あり

汚れ 2 連立小便排水管における汚れ実態把握と改善に向けての基礎研究　その１排水横枝管における尿石付着の実態調査 福士雄飛 大塚雅之、荒木祐介、松尾隆史 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.631-632、2017.8 建物内、尿石付着、付着箇所 あり(会員のみ） あり

汚れ 3 住宅の外壁表面の気生藻類による汚れの防止に関する研究　その１計算による表面結露メカニズムの検証 松岡大介 中嶋麻起子 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.221-222、2017.8 外壁、住宅、藻汚れ、結露発生 あり(会員のみ） あり

汚れ 4 住宅の外壁表面の気生藻類による汚れの防止に関する研究　その２実験住宅における外壁表面温度測定 中嶋麻起子 松岡大介 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.223-224、2017.8 外壁、住宅、藻汚れ、結露発生 あり(会員のみ） あり

汚れ 5 塗装の汚れ評価方法に関する研究　その９屋外暴露試験における各暴露地の雨水に関する考察 金子樹 米丸啓介、奥田章子、薗井孫文、高松誠、唐沢智之、大岡督尚、富田泰宇 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1411-1412、2016.8 屋外暴露実験、国内10箇所、雨水分析、イオン分析、ろ紙あり(会員のみ） あり

汚れ 6 塗装の汚れ評価方法に関する研究　その10標準試験片としての適合性 米丸啓介 板谷俊郎、奥田章子、浦川和也、高松誠、薗井孫文、大岡督尚 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1413-1414、2016.8 屋外暴露試験、試験片、国内10箇所、汚れ具合予測 あり(会員のみ） あり

汚れ 7 塗装の汚れ評価方法に関する研究　その11暴露各地の汚れ物質の分析結果 高松誠 和田環、米丸啓介、奥田章子、薗井孫文、大岡督尚、金子樹 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1415-1416、2016.8 屋外暴露試験、成分分析、全国8箇所、堆積粉塵 あり(会員のみ） あり

汚れ 8 塗装の汚れ評価方法に関する研究　その12促進汚染試験における前処理方法の検討 富田泰宇 板谷俊郎、和田環、奥田章子、石川伸介、茂木正史、小座野貴弘、西脇靖洋 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1417-1418、2016.8 屋外暴露試験、促進汚染試験、暴露3ｶ月後の水接触角の再あり(会員のみ） あり

汚れ 9 塗装の汚れ評価方法に関する研究　その13汚染除去方法の検討 小座野貴弘 和田環、富田泰宇、浦川和也、石川伸介、茂木正史、唐沢智之、富田泰宇、西脇靖洋 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1419-1420、2016.8 屋外暴露試験、塗装、汚れ除去方法、超音波洗浄機 あり(会員のみ） あり

汚れ 10 塗装の汚れ評価方法に関する研究　その14促進試験方法の提案　 板谷俊郎 和田環、浦川和也、石川伸介、茂木正史、小座野貴弘、西脇靖洋 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1421-1422、2016.8 外壁、促進試験方法、塗装の汚れ性能評価方法 あり(会員のみ） あり

汚れ 11 材料の種類と加工からみた〈ボロ表現〉渋谷・浅草・代官山地域の商店建築における〈古さ・汚れ〉を活かした意匠に関する研究（１） 高桑広太郎 初見友香、小川次郎 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.439-440、2015.9 古く見せる加工、実態調査、ぼろ表現 あり(会員のみ） あり

汚れ 12 〈ボロ表現〉による構成類型と〈テイスト〉渋谷・浅草・代官山地域の商店建築における〈古さ・汚れ〉を活かした意匠に関する研究（2） 初見友香 高桑広太郎、小川次郎 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.441-442、2015.9 古く見せる加工、実態調査、ぼろ表現 あり(会員のみ） あり

汚れ 13 実態調査に基づく公共賃貸住宅の内装汚れの経年変化 長谷川拓哉 千歩修、福山智子 日本建築学会技術報告集　第21巻　第48号、PP.439-442、2015壁の内装汚れ、住宅、10年までは汚れを落とせる、共通内あり あり

汚れ 14 木質仕上げの色彩経年変化に関する研究 後藤理奈 腰原幹雄、川上玲、佐藤弘美 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.843-844、2014.8 室内・室外、暴露試験、木質色彩仕上げの経年変化シュミあり(会員のみ） あり

汚れ 15 塗装の汚れ評価方法に関する研究　その１全体概要 板谷俊郎 和田環、米丸啓介、奥田章子、浦川和也 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.845-846、2014.9 外装塗装仕上げ材、促進試験方法の提案、国内10か所 あり(会員のみ） あり

汚れ 16 塗装の汚れ評価方法に関する研究　その2屋外暴露６ヶ月までの試験結果 川又篤 浦川和也、奥田章子、小座野貴弘、金子樹 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.847-848、2014.9 外装用塗装材料、32種類塗装材料、９地区 あり(会員のみ） あり

汚れ 17 塗装の汚れ評価方法に関する研究　その3屋外暴露６ヶ月までの暴露地の影響 富田康宇 起橋孝徳、高松誠、和田環 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.849-850、2014.9 外装用塗装材料、10地区、6カ月暴露 あり(会員のみ） あり

汚れ 18 塗装の汚れ評価方法に関する研究　その4汚れ環境評価法の検討 大岡督尚 石川伸介、薗井孫文、板谷俊郎、米丸啓介 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.851-852、2014.9 屋外暴露、標準試験片、明度変化、汚れ具合相関 あり(会員のみ） あり

汚れ 19 塗装のよごれに関する基礎研究　その４塗装の水接触角による影響 林台怜 永井香織、佐々木功司、松井勇 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.853-854、2014.9 外壁、屋外暴露試験、8ｶ月暴露、塗料 あり(会員のみ） あり

汚れ 20 同潤会上野下アパートに関する調査研究　その７外装汚れの調査概要および色の測定結果 寺西浩司 河邊俊希、堀淳一、棚橋泰士、野口貴文 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1139-1140、2014.9 外装、リソイド仕上げ、北面暗く、色分布が一様 あり(会員のみ） あり

汚れ 21 同潤会上野下アパートに関する調査研究　その8外装汚れの原因物質の分析結果 河邊俊希 寺西浩司、堀淳一、棚橋泰士、野口貴文 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1141-1142、2014.9 外壁、付着汚れ、かび・藻類の汚れ あり(会員のみ） あり

汚れ 22 実態調査に基づく内装汚れ予測手法の提案 田中智康 長谷川拓哉、千歩修、福山智子 日本建築学会北海道支部研究報告集　No87、PP．423-426、20内装仕上げ材、汚れ、公共建築・賃貸住宅、30年までは直なし なし

汚れ 23 男性用小便器利用によるアプローチと汚垂れの関係 大橋賢一郎 鈴木孝之、八藤後猛、中田弾 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP．833-834、2013.8 大学生意識調査、トイレ垂れ７０％ あり(会員のみ） あり

汚れ 24 塗装のよごれに関する基礎研究　その３凹凸パターンによる影響 林台怜 永井香織、佐々木功司、松井勇 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1083-1083、2013.8 屋外暴露試験、凹凸が汚れに与える影響 あり(会員のみ） あり

汚れ 25 実建物に適用した防汚建材の性能評価 板谷俊郎 袴谷秀幸、手島菜奈絵 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1091-1092、2013.8 建物外壁、防汚建材、4年経過 あり(会員のみ） あり

汚れ 26 建築物の外装の雨筋よごれの実態に関する研究 岡部貴之 松井勇、永井香織、林怡伶 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1305-1306、2012.9 外装、雨筋汚れ、実態調査 あり(会員のみ） あり

汚れ 27 塗装のよごれに関する基礎的研究　その１ 表面凹凸および試験体の形状による影響 加藤航平 林怡怜、佐々木功司、永井香織、湯浅昇、松井勇 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1309-1310、2012.9 外壁、塗装仕上げ、表面凹凸、試験体形状 あり(会員のみ） あり

汚れ 28 建物内の汚れ度と汚染度の関連性と汚染除去に関する研究 正田浩三 垣鍔直 日本建築学会環境系論文集　第77巻　第677号、PP.615-621、2室内、トイレ、ドアノブ、グレースケール、ATP、細菌 あり あり

汚れ 29 建物内の汚れ度と汚染度の関連性に関する研究 正田浩三 垣鍔直 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.677-678、2011.8 トイレ、ATP、細菌、ドアノブ あり(会員のみ） あり

汚れ 30 外壁面の汚れ予測シミュレーションシステムの開発（ベントキャップ下汚れ・水平部跳ね汚れの描画方法の検討） 馬渕賢作 須藤拓、三上貴正 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP．479-480、2010.9 外壁、ベントキャップ下汚れ、再現性確認ソフト作成 あり(会員のみ） あり

汚れ 31 安全と美観維持を配慮したタイル仕上げの実践的研究　その４光触媒防汚タイルを用いたタイル仕上げの汚れ評価 鳥山信冶 中西義行、堀長生、水上卓也 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.487-488、2010.9 外壁、タイル汚れ、光触媒追跡調査 あり(会員のみ） あり

汚れ 32 外壁面の色分布の推定方法の検討 村松美紀 馬渕賢作、三上貴正 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP．489-490、2010.9 外壁汚れ、デジタルカメラ、色分布、推定精度 あり(会員のみ） あり

汚れ 33 大学内のトイレの汚染度と汚れ度に関する調査研究 正田浩三 垣鍔直 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.897-898、2010.9 トイレ、汚れ、ＡＴＰ、細菌、グレースケール、通行量 あり(会員のみ） あり

汚れ 34 表現としてみた時間経過による建築の風化や劣化 塩見遥 那須聖 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP．841-842、2010.9 風化、建築壁面、雨や雪、紫外線、自然災害 あり(会員のみ） あり

汚れ 35 札幌市の小学校における外壁汚れ・劣化の実態調査 小関淳平 千歩修、長谷川拓哉 日本建築学会北海道支部研究報告集No82、PP.447-450、2008.9外装材、経年変化、実態調査 あり あり

汚れ 36 札幌市の小学校における外壁汚れ・劣化の実態調査 小関淳平 千歩修、長谷川拓哉 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.215-216,2008.9 外壁、汚れ・劣化、 あり(会員のみ） あり

汚れ 37 建築物外壁面の美観維持に関する研究―壁面の3次元形態と劣化度との関係― 鈴木武 橘高義典、田村雅紀 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.221-222、2008.9 外壁面、汚れ、雨に当たり方、空気の流れ、壁面の傾斜 あり(会員のみ） あり

汚れ 38 木材の視覚的類似性の判断要因に関する検討 高砂裕充 姜容学、三上貴正 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.225-226,2008.9 実験、木材画像の類似性、定量化 あり(会員のみ） あり

汚れ 39 建築仕上げ材料に対する感覚の定量評価に関する基礎的研究（その１アンケートによる心理量の測定） 中川圭祐 寺西浩司、福入智恵、谷川恭雄 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.233-234,2008.9 室内仕上げ材、総合感覚アンケート あり(会員のみ） あり

汚れ 40 建築仕上げ材料に対する感覚の定量評価に関する基礎的研究（その２心理量と物理量の対応） 福入智恵 寺西浩司、中川圭祐、谷川恭雄 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.235-236,2008.9 室内仕上げ材、実験 あり(会員のみ） あり

汚れ 41 駅コンコース床の仕上げ材に関する研究　その４―汚れの付着を減らす表面形状の検討― 星龍登 箸方稔、有山伸司、佐藤孝、小井戸清澄、桂裕高 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1039-1040、2006.9 駅コンコース床、テラゾ、研磨方法 あり(会員のみ） あり

汚れ 42 材料の汚れに関する意識調査 池永博威 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.1075-1076、2006.9 室内、清掃会社とその他の立場に意見の違い あり(会員のみ） あり

汚れ 43 手の接触による壁面上材料の汚れに関する研究（その５）－材料の表面性状等を表す物理量と汚れ評価尺度の対応― 川村清志 馬場浩、小野英哲 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.315-316、2005.9 実験、物理量・汚れ評価尺度、汚れの推測 あり(会員のみ） あり

汚れ 44 建築外装材料の美観性維持に関する研究―よごれ洗浄性の評価方法― 落部鮎美 雪松大作、松井勇、湯浅昇 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.317-318、2005.9 あり(会員のみ） あり

汚れ 45 建築外装材料の美観性維持に関する研究―洗浄後の表面劣化について― 雪松大作 落部鮎美、松井勇、湯浅昇 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.319-320、2005.9 外装材料、洗浄後の表面劣化、官能検査、表面劣化と色差あり(会員のみ） あり

汚れ 46 オフィス内における埃に関する調査研究　サーバーに付着した埃の分析 酒井憲司 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP．323-324、2005.9 室内、サーバー埃、顕微鏡 あり(会員のみ） あり

汚れ 47 手の接触による壁面上材料の汚れに関する研究（その４） 馬場浩 川村清志、小野英哲 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.813-814、2004.8 実験、室内、手の接触、壁クロス汚れ評価方法 あり(会員のみ） あり

汚れ 48 駅コンコース床の仕上げ材に関する研究　その２―すべりと汚れを解決する床材の開発― 小井戸清澄 有山伸司、堀敏之、桂裕高 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.825-826、2004.8 駅コンコース床、すべり あり(会員のみ） あり

汚れ 49 駅トイレにおける器具周り床の汚れ実態調査（小便の飛散状況） 高津靖夫 仲川ゆり、堀敏之、木村友映 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP.549-550、2004.8 駅トイレ便器、タレコボシ、男女 あり(会員のみ） あり

汚れ 50 室内の汚れに関する実態調査 山田淳史 池谷博威 日本建築学会大会学術講演梗概集、PP．51-52、2003.9 室内、場所別、用途別、床材の汚れ、発生率、経過年数 あり(会員のみ） あり
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図表 2 情報収集したデジタル機器の一覧 

 

  

商品名 会社名 機能・特徴

1 ボイスシステム BOISシステム (株)ボイス 清掃作業全体のPDCA確認
2 CAMPシステム CAMP System　Carpet cleaning (株)ホスト カーペット清掃方法の効率化
3 ダストボックス可視化システム TERAS BOX -テラスボックス‐ (株)テラモト 使用状況把握とデータ収集
4 大便器トイレの使用状況 コンドル スマートトイレ管理システム 山崎産業(株) 使用状況把握とデータ収集
5 スマートトイレ管理システム コンドル スマートトイレ管理システム 山崎産業(株) 使用状況把握とデータ収集
6 大便器トイレの使用状況 TERAS PLACE-テラスプレイス- (株)テラモト 使用状況把握とデータ収集
7 消耗品可視化システム TERASTOCK -テラストック‐ (株)テラモト トイレットペーパーの使用状況
8 手洗い用洗剤の使用状況 TERASTOCK -テラストック‐ (株)テラモト 使用状況把握とデータ収集

9 作業を可視化、作業を効率化する屋内GPS DX メンテナンス (株)テラモト 清掃作業全体のPDCA確認、使用状況把握とデータ収集
10 点検・清掃業務の勤怠管理・作業報告作成システム 営業活動管理アプリ「cyzen（サイゼン）」 レッドフォックス(株) スマートフォンで簡単に使える
11 点検・清掃業務の勤怠管理・作業報告作成システム 建物管理・スケジュール管理ソフト｢Planner EX｣ 石田データサービス(株) スケジュール管理
12 点検・清掃業務の勤怠管理・作業報告作成システム Smart Attack®オンプレミス (株)G-SMART
13 点検・清掃業務の勤怠管理・作業報告作成システム Smart Attack®クラウド 建物管理クラウドサービス
14 クラウド型オフィスロボット清掃サービス ロボ★メン テルウェル西日本(株) ロボット清掃の自動化
15 ビル保守点検のDX・働き方改革（WOSS) WOSS (株)Y=ZEN
16 点検・清掃業務の勤怠管理・作業報告作成システム クリーンマネージャー アイデン(株)
17 客室清掃効率化アプリ DAYナビ (株)コンフォール 客室表示管理
18 設備管理業務向け保守管理システム E-Works (株)東計電算 請求書管理
19 設備点検・報告書作成システム KARUTE WEB (株)東計電算
20 スケジュール管理クラウド おたスケ Palntnote(株) スケジュール管理
21 現場作業管理サービス 社会・公共ソリューション「CYDEEN」 (株)日立システムズ 作業内容の標準化
22 ビル管理業務支援アプリ DK-CONNECT BM ダイキン工業(株)
23 ビルの物件・スケジュール管理システム Webアプリ『スマリブ』 (株)カンキョウ スケジュール管理
24 着信履歴で出退勤管理 ワンコール勤怠 (株)アットデル スケジュール管理

25 スマホ報告書 123Reporter クリーンシステム科学研究所

26 確認証入室管理（セキュリティシステム） AI顔認証ソリューション『AiFa』(アイファ) (株)東計電算 検温、マスク認証

報告書作成ツール

その他

清掃状況管理報告者作成ツール

作業管理ツール
システム概要
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図表 3 点検作業時間と確認場所 

 

所用時間 場所 確認箇所
00:45.1 １階玄関ホール 床
03:00.2 １階玄関ホール 自動ドア・マット
00:36.8 １階玄関ホール 壁面
00:23.8 １階玄関ホール 案内標示板・看板類
00:46.5 （１階～２階）階段 踏面・け込み板・ノンスリップ
00:24.3 （１階～２階）階段 手すり・手すり下部部分
00:10.6 （１階～２階）階段 踏面・け込み板・ノンスリップ
00:07.8 （１階～２階）階段 踊り場
00:21.7 （１階～２階）階段 踏面・け込み板・ノンスリップ
00:11.8 （１階～２階）階段 手すり・手すり下部部分
00:22.7 （１階～２階）階段 踏面・け込み板・ノンスリップ
00:18.7 （１階～２階）階段 踊り場
00:20.8 （１階～２階）階段 壁面
01:07.0 ２階エレベータホール・廊下 床
00:44.3 ２階エレベータホール・廊下 屑入れ
01:15.3 ２階エレベータホール・廊下 エレベータ関連（表扉・三方枠・スイッチ板）
00:16.7 ２階エレベータホール・廊下 扉
00:17.6 ２階エレベータホール・廊下 壁面
02:35.1 トイレ 大便器
00:22.7 トイレ 壁面
01:37.4 トイレ 小便器
00:15.5 トイレ 壁面
00:24.0 トイレ 床
00:05.5 トイレ 屑入れ
00:10.7 トイレ 床
00:13.7 トイレ 屑入れ
00:25.7 トイレ 床
00:43.0 トイレ 洗面器・洗面台
00:18.5 トイレ 鏡
00:11.3 トイレ 消耗品
00:37.2 トイレ 壁面
00:13.0 トイレ 入口付近の床
00:12.9 トイレ 消耗品
00:34.7 トイレ 小便器周辺の床
00:05.7 トイレ 換気扇
00:22.4 エレベータ 内側扉インジケーター
00:39.6 エレベータ 壁面
00:02.3 エレベータ 扉溝
00:05.9 エレベータ 床（マット）
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図表 4 点検作業内容の例 

①2 階エレベーターホール・廊下（左上 2 枚：床、右上 2 枚：屑入れ、左下 2 枚：EV 関連、右下 2 枚：扉）          
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②トイレ（左上 2 枚：大便器、右上 2 枚：小便器、左下 2 枚：壁面・屑入れ・床、右下 2 枚：洗面器・洗面台）
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